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複数報告されている（Dillard & Chsolm, 1983; Schram & Lauver, 1988）。特に、留学生の言語
障害（Babiker, Cox, & Miller, 1980; Rubin, 1993）、家族からのサポートの欠如（Vega, Kolody, & 
Valle, 1988）、カルチャーショック、社会不適忚などの問題が早期研究の焦点となっていた
（Pedersen, 1991; Spradley & Phillips, 1972）。その他に、留学生のストレス、恐怖心、悲観、




SAFE 尺度（Social, Attitudinal, Familial, Environmental）を作成し、異文化ストレスの測定を
試みた。1993 年に、Vega らは Acculturation Stress Scale を作成し、言語衝突、社会衝突、
被差別感、閉鎖的社会概念、学生と保護者からの異文化ストレスなど 5 つの側面を測定し
た。また、Sandhu（1994）は、アジア、ラテンアメリカ、中東、ヨーロッパなど多様な















いう知見を支持する研究が複数存在している（Kuo & Royisrcar, 2004; Tran, 1993）。また、
異文化ストレスは異文化環境への移転が原因で、個体が育ったオリジナルの文化からの別
離及び新しい文化からの排斥が異文化ストレスの要因の一つであり（Thomas & Choi, 
2006）、更に異文化接触による不安などのマイナスな感情も異文化ストレスをもたらす要
因となり（Marcos,1976）、異文化ストレスの強弱は言語能力、ソーシャルサポートに影響
































を測定するため、孤独感分類尺度(Differential Loneliness Scale)を作成した（Schmidt & Sermat, 
1983）。 
 両面的な孤独感尺度においては、Gerson と Perlman（1979）は、短期的で一過性の孤独
感と長期的で、性格特徴としての不安を測定するため、状態性・特性性孤独感尺度(State 






東・岩本，2009）、抑うつ（Lau, Chan, & Lau, 1999）との関連が示され、孤独感は精神的な
健康を阻害する要因の一つだとされている。それだけでなく、更に、アルコール依存症（工






















































観的評価による質問紙法による測定及び Experience Sampling Method（ESM）による測定、
または、客観的な生理指標に基づいた測定が主流である。 
量的調査に使用される質問紙としては、これまで、 The Flow Questionnaire
（Csikszentmihalyi & Csikszentmihalyi, 1988）、The 10-item Flow Scale、DFS-2 (Dispositional Flow 
Scale-2)など開発されているが、アジアにおける研究では、日本語版に翻訳された The Flow 
Questionnaire が使用されている（Asakawa, 2009）。 
また、ESM（Experience Sampling Method）とは、事前に調査参加者にアラーム付きの腕
時計や携帯電話などの受信機を配布し、毎日 8 回、1 週間で計 56 回のシグナルを参加者
に送信し、それを受けた参加者が即時に、いつ、どこで、誰と、何をしていたのかなどと







































































のには、Positive and Negative Affect Schedule (PANAS)（Watson, 1988）の他、多面的感情状
態尺度（寺崎ら, 1992）、二次元気分尺度（坂入ら, 2003）などである。特に、PANAS が












































































































調査内容は 6 つのパートから成り立っており、第 1 部は参加者の属性、すなわち、年齢、
国籍、性別、来日年数、経済状況主観評価、留学の目的に関する項目で構成した。そのう
ち、来日年数は「0～３か月」、「３～6 か月」、「6 か月～１年」、「1 年～1 年半」、「1 年半
～2 年」、「2 年以上」の 6 項目に対し、チェックを求めた。また、経済状況評価は「非常













第 3 部から第 6 部は仮説検証のために、以下の 4 つの尺度を使用し、対象者に回答を求
めた。 




目 A～C の（3）の得点を加算することで評価した。 




③  短縮版 UCLA 孤独感尺度（ULS-8）（黎，2012）：孤独感を測定する 9 項目に対し、頻度
を表す「まったくない」～「いつも」の 4 段階評価で回答を求めた。孤独感の得点は
全項目の総得点で評価した。 












７．５ The Flow Questionnaire 尺度の作成について 










 バックトランスレーション法（訳し戻し法）とは、言語 A から言語 B に訳し、再び言




















  文章の自然さ 翻訳文の正確さ 
項目 ❶ ❷ ❸ ➍ ❺ ❶ ❷ ❸ ➍ ❺ 
平均値 3.44 3.44 4.78 5.11 4.00 4.44 5.11 4.44 4.44 4.67 






 今回は回収した 132 名の参加者のデータのうち、11 名のデータに記入漏れなどの不備
があったため、分析対象から除外した。残りの分析対象者 121名の年齢、経済状況主観評
価、言語能力などの基礎データ、異文化ストレスなどの精神状態及びフロー体験の基礎統
計量は表 2と表 3に示す。 
 
            
表 2．留学生の基礎データ、精神状態及びフロー体験に関する記述統計量 
 平均値 標準偏差 最小値 最大値 
年齢 20.23  3.04  17.00  40.00  
経済状況主観評価 3.04  0.87  1.00  5.00  
日本語能力主観評価 2.76  0.81  1.00  5.00  
留学以前日本語能力主観評価 2.41  0.95  1.00  5.00  
日本文化理解度主観評価 3.02  0.81  1.00  5.00  
留学以前日本文化理解度主観評価 2.85  0.81  1.00  5.00  
異文化ストレス総得点 60.50  21.47  29.00  140.00  
孤独感総得点 16.12  4.55  8.00  27.00  
フロー体験頻度総得点 6.04  5.78  0.00  21.00  






性別 男 女                 
度数(%) 82(67.77%) 39(32.23%)                 
来日年数 0～3 か月 3～６か月 6 か月～1 年 1 年～1 年半 1 年半～2 年 2 年以上         
度数(%) 53(43.80%) 23(19.01%) 29(23.97%) 13(10.74%) 1(0.83%) 2(1.65%)         
留学の目的 進学 就職 日本語の勉強               
度数(%) 113(93.39%) 3(2.48%) 5(4.13%)               
日本語学習総年数 0～3 か月 3～６か月 6 か月～1 年 1 年～1 年半 1 年半～2 年 2 年～2 年半 2 年半～3 年 3 年～3 年半 3 年半～4 年 5 年以上 
度数(%) 9(7.44%) 19(15.70%) 31(25.62%) 27(22.31%) 18(14.88%) 4(3.31%) 5(4.13%) 5(4.13%) 2(1.65%) 1(0.83%) 
留学以前日本語学習総年数 0～3 か月 3～6 か月 6 か月～1 年 1 年～1 年半 1 年半～2 年 2 年半～3 年 3 年半～4 年 5 年以上 
  


















本研究の分析対象者の属性は以下の通りである。男性は 82 名(67.77%)、女性は 39 名
(32.23%)で、全体の平均年齢は 20.23 歳(SD = 3.03)であった。来日年数に関しては、「0
～3か月」の人数が最も多く(53名)、全体の 43.80%であった。また、93.39%の参加者(113
名)が「進学」を留学の主たる目的としていた。一方、経済状況の主観評価においては、
全体の平均値が 3.04 (SD = 0.87)であった。 
 日本語能力に関しては、「6 か月～１年」の日本語学習経験をもつ参加者が最も多く、
31 名（25.62%）で、2位は「1年～1 年半」で 27 名(22.31%)あった。また、半数以上の参
加が日本に留学するまでに、1年以下の日本語学習経験をもっていたことがわかった（「0
～3か月」は36名(29.75%)、「3～6か月」は 26名(21.49%)、「6か月～1年」は 35名(28.93%)）。
一方で、現在の日本語能力主観評価に関しては、参加者全員の平均値は 2.76（SD = 0.81）





均値はそれぞれ、65.50(SD = 21.47)、16.12(SD = 4.55)、26.07(SD = 8.69)であった。 
 フロー体験頻度の得点では、最大値は 21.00であり、参加者全員の平均は 6.04（SD = 5.78）
であった。 
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 相関分析の結果において、異文化ストレスと年齢（r = -22, p < .05）、経済状況主観
評価（r = -.31, p < .01）、日本語能力主観評価（r = -.27, p < .01）との間に負の相
関が確認された。つまりこの結果は、年齢が高いほど、経済状況主観評価が高いほど、日
本語能力主観評価の得点が高いほど、異文化ストレスの得点が低いということを示してい
る。また、日本文化理解度主観評価（r = -.44, p < .01）、留学以前日本文化理解度主観









（表５）。その結果、経済状況主観評価(r = -.31, p < .01) 、日本文化理解度主観評価










ストレス総得点との間に、正の相関がみられた(r = .43, p < .01)。つまり、孤独感の得
点が高いほど、異文化ストレス総得点も高いということである。また、フロー体験頻度の
得点とポジティブ感情との間に正の相関(r = .22, p < .05)、異文化ストレスの総得点と
の間に負の相関(r = -.21, p < .05)がみられた。つまり、フロー体験頻度の得点が高い
ほど、ポジティブ感情の得点が高く、異文化ストレスの総得点が低いということである。
さらに、ポジティブ感情と孤独感との間に負の相関(r = -.43, p < .01)、異文化ストレ








 (1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) 
(1)年齢          
(2)来日年数          
(3)経済状況主観評価          
(4)日本語学習総年数          
(5)留学以前日本語学習総年数          
(6)日本語能力主観評価          
(7)留学以前日本語能力主観評価          
(8)日本文化理解度主観評価          
(9)留学以前日本文化理解度主観評価          
(10)異文化ストレス総得点 -.22*  -.31**   -.27**  -.44** -.40** 
(11)孤独感     -.31**         -.18*   








(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) 
(1)異文化ストレス総得点 
          
(2)非尋常的注目 
          
(3)ホームシックネス 
          
(4)被差別感 
          
(5)被嫌悪感 
          
(6)恐怖感 
          
(7)カルチャーショック 
          
(8)孤独感 0.43** 0.39** 0.38** 0.37** 0.35** 0.33** 0.40** 
   
(9)フロー体験頻度総得点 -0.21* -0.25** 
 
-0.24** 
      
(10)ポジティブ感情 -0.26** -0.23* -0.24** -0.21* -0.18* -0.22* -0.32** -0.43** 0.22* 
 
* p<.05   **p<.01 

































常的注目(r = -.25, p < .01)、被差別感(r = -.24, p < .01)との間に負の相関がみられ
た。一方、恐怖、ホームシックネス及び被嫌悪感との間とは無相関であった。次に、ポジ
ティブ感情と非尋常的注目(r = -.23, p < .05)、ホームシックネス(r = -.24, p < .01)、
被差別感(r = -.21, p < .05)、恐怖(r = -.22, p < .05)、カルチャーショック(r = -.32, 
p < .01)、被嫌悪感(r = -.18 p < .05)との間にそれぞれ負の相関がみられた。さらに、
孤独感と非尋常的注目(r = .39, p < .01)、ホームシックネス(r = .38, p < .01)、被差
別感(r = .37, p < .01)、被嫌悪感(r = .35, p < .01)、恐怖(r = .33,p < .01)との間















































































































































































































① 調査参加者：都内日本語学校の中国人留学生 3 名 
② 調査時期：2018 年 10 月―11 月 














 今回の研究はインタビュー参加者 3 名（男性 2 名、女性 1 名）は来日約 6 か月の都内の




参加者 A B C 
性別 男 男 女 
年齢 21歳 25歳 23歳 
留学前日本語学習経験 4年間 半年 無 
留学前日本滞在経験 無 無 有（旅行） 
来日年数 半年 半年 半年 









 以下では、分析結果について述べる。まず、参加者 A のインタビューデータから、18
個のコードを作成し、11 個のカテゴリーを生成した。さらに、その中で中心となる 5 つ
の中核カテゴリーを生成した。カテゴリー名、カテゴリーの定義、中核カテゴリー名は附
表３．に示す。 
 次に、参加者 B のインタビューデータから、18 個のコードを作成し、8 個のカテゴリー
を生成した。さらに、その中で中心となる 5 つの中核カテゴリーを生成した。カテゴリー
名、カテゴリーの定義、中核カテゴリー名は附表３に示す。 
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（2）以下の 2 つの文章（計 4組）は,同じことを表していると思いますか。あてはまる
数字に〇をつけてください。 
 
①次の A ~ D の質問は,日常生活に見られるある種の経験に関するものです。各質問をよく

































































































































































































































































































































































   
   
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































※第 4，5，6 题，请在“□”内进行勾选 
1 年龄：现在满    岁 
2 国籍： 
3 性别：男 / 女 
4 来日本留学已有… 
□0~3 个月   □3~6 个月   □6 个月~1 年   □1 年~1 年半  □1 年半~2 年   □2
年以上 
5 在日经济状况 
□非常困难   □困难   □一般   □良好   □非常好  
6 目前，我留学的主要目的是：（单选） 









□0~3 个月   □3~6 个月   □6 个月~1 年   □1 年~1 年半  □1 年半~2 年  □2 年
~2 年半 □2 年半~3 年 □3 年~3 年半   □3 年半~4 年   □4 年~4 年半   □4 年半
~5 年   □5 年以上 
2 来日本之前的日语学习年数： 
□0~3 个月   □3~6 个月   □6 个月~1 年   □1 年~1 年半  □1 年半~2 年   □2
年半~3 年 
□3 年~3 年半   □3 年半~4 年   □4 年~4 年半   □4 年半~5 年   □5 年以上 
3 我觉得自己的日语… 
□非常糟糕   □很糟糕   □一般    □很好   □非常好 
4 我觉得自己的日语在来日本之前… 
□非常糟糕   □很糟糕   □一般    □很好   □非常好 
5 我对日本文化… 
□非常不了解  □很不了解   □一般   □很了解   □非常了解 
6 在来日本之前我对日本文化… 
































1 离开我的祖国让我苦恼。 1 2 3 4 5 
2 我感觉适应新的食物或新的饮食习惯让我不舒朋。   1 2 3 4 5 
3 我在社交场合被区别对待。 1 2 3 4 5 
4 当人们讽刺我的文化价值观时我感到了被排斥感。 1 2 3 4 5 
5 住在这个不熟悉的环境让我觉得很难过。   1 2 3 4 5 
 
6 由于我的异文化背景我担心我的个人安全。 1 2 3 4 5 
7 其他人对我有偏见。 1 2 3 4 5 
8 离开我的家人和朊友让我觉得有负罪感。 1 2 3 4 5 
9 我失掉了很多机会。 1 2 3 4 5 




1 2 3 4 5 
12 我觉得我得到了不平等的待遇。 1 2 3 4 5 
13 当人们不了解我的文化价值时我觉得受到了伤害。 1 2 3 4 5 
14 我得不到我想要的。 1 2 3 4 5 
15 由于对他人的惧怕我不得不经常换住所。 1 2 3 4 5 
 
16 由于我的文化背景我觉的自己低人一等。    1 2 3 4 5 
17 当别人不欢赏我的文化价值观时我感觉到了排斥感。 1 2 3 4 5 
18 我想念我的祖国和人民。    1 2 3 4 5 
19 适应新的文化价值观让我觉得不舒朋。   1 2 3 4 5 
20 我觉得我的民族遭到了歧视。 1 2 3 4 5 
 
21 由于我的种族原因我受到了不同的待遇。 1 2 3 4 5 
22 在这里我感到不安全。   1 2 3 4 5 
23 在这里我感受不到归属感。 1 2 3 4 5 
24 由于我的肤色我受到了不同的待遇。 1 2 3 4 5 
25 考虑我的民族问题让我难过。 1 2 3 4 5 
 
26 由于害怕其他民族群体我时常保持低调。 1 2 3 4 5 
27 我感觉有些人由于我种族的原因而不跟我联系。 1 2 3 4 5 
49 
28 在这里过着与以往不同的生活方式我觉的有负罪感。 1 2 3 4 5 
























1 缺尐别人的陪伴 1 2 3 4 
2 没有人可以寻求帮助 1 2 3 4 
3 我是一个愿意交朊友的人 1 2 3 4 
4 我感到被冷落 1 2 3 4 
5 我感到和其他人疏远了 1 2 3 4 
 
6 当我需要的时候，我能找到人陪 1 2 3 4 
7 我因为很尐与别人来往而感到伤心 1 2 3 4 
8 虽然有人陪，但没人关心我 1 2 3 4 































（                                                                ） 
 
（3）通常经过多久会有上述这样的体验？（圈选其中一项） 
1.一年几次  2.几个月一次   3.一个月几次   4.一周一次   5.一周几次   6.一天一
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（3）通常经过多久会有上述这样的体验？（圈选其中一项） 
1.一年几次  2.几个月一次   3.一个月几次   4.一周一次   5.一周几次   6.一天一















1.一年几次  2.几个月一次   3.一个月几次   4.一周一次   5.一周几次   6.一天一
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（3）通常经过多久会有上述这样的体验？（圈选其中一项） 
1.一年几次  2.几个月一次   3.一个月几次   4.一周一次   5.一周几次   6.一天一




















































1 活跃的 1 2 3 4 5 
2 羞愧的 1 2 3 4 5 
3 充满热情的 1 2 3 4 5 
4 难过的 1 2 3 4 5 
5 快乐的 1 2 3 4 5 
 
6 害怕的 1 2 3 4 5 
7 兴高采烈的 1 2 3 4 5 
8 紧张的 1 2 3 4 5 
9 兴奋的 1 2 3 4 5 
10 惊恐的 1 2 3 4 5 
 
11 自豪的 1 2 3 4 5 
12 内疚的 1 2 3 4 5 
13 欣喜的 1 2 3 4 5 
14 易怒的 1 2 3 4 5 
15 精神充沛的 1 2 3 4 5 
 
16 战战兢兢的 1 2 3 4 5 
17 感激的 1 2 3 4 5 
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